＜中学校＞

中学校の学習と家庭学習の重要性

指導のためのプログラム

＜展開例＞
１．指導の機会と対象学年
　　「学級懇談会」４月、全学年の保護者

２．対象学年等

　　全学年の保護者
３．ねらい
　　中学校生活における学習と家庭学習の重要性を理解する。
（１）題材　　学習成績と進路
（２）展開　
	時配
	指導の流れ
	指導上の留意点

	５
１０

５
	１導入
（１）学習について昨年度(入学前)の状況を話す。

 　
 (２)保護者に家庭での様子を聞く。


 　 
２展開
○中学校の学習と家庭学習の重要性について考える。

＜参考例＞

＊授業内容に興味を持つことの重要性について考える（各校の実態に合わせて指導する）。
・授業に興味が無ければ学習意欲も期待できず悪循環になる
・ひとつでも自信のある教科があれば、他の教科も伸びていく
・理解力をつけるためには基本的な文章を理解する力が必要不可欠である
・読書の必要性（学校で取り組んでいる読書タイム等の効果）など

 ３まとめ


	○各教科担当に学習状況について事前に確認し問題点を把握しておく。
○必要に応じてパワーポイント等を使用する。
○学校での実態を事前に調査したアンケート等を別に用意しておく。
○家庭教育支援資料「学習成績と進路」を配布する。または、あらかじめ配付資料に掲載する。
○各学校やクラスの実情に応じて学校での学習や家庭学習の重要性について保護者に考えてもらう。
○家庭教育支援資料「学習成績と進路」を中心に補足説明を行う。

○夢や希望について目的を持ち続けることが生きるための活力になることを、例を挙げて補足説明する。
○学校と家庭との連携をお願いする。
○食事をとらないと脳に栄養が回らず、学習にも影響することを強調する。



（１）授業に臨む姿勢として大切なこと 


・夢や希望について目的を持ち続けること


　　　・得意な教科をつくること


・授業内容に興味を持つこと


　　　・学習の時間を工夫すること


　　　・読書をすること　　


（２）家庭学習を続けることへの親の協力


・毎日の宿題の確認と家庭学習時間の確保


・家庭での点検など


（３）朝食をとることの重要性


・朝の食事は必ずとらせること　　など





＜指導のポイントとして＞


　　・将来の夢や希望　　・読書


　　・得意な教科


　　・学習時間　　　　　　　　　　など





中学校の学習と家庭学習の重要性について考えましょう





例）「家でも勉強しないで困る」


　　「一日どれくらい勉強したらよいのか」





例）「目的意識を持って授業に参加する生徒が限られている」








